
 

 

新たな「京都市消費生活基本計画」の策定について 
 

 

 

１ 位置付け 

○ 京都市基本計画を上位計画とする消費生活分野の基本計画 

○ 消費生活条例第１０条により，策定が義務付けられている基本的な計画 

 

 

２ 基本的視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

３ 計画期間 

   平成２３年度（2011 年度）から平成３２年度（2020 年度）までの１０年間 

 

 

４ 基本方針，施策体系 

 

（参照 別紙１） 

 

 

 

 

 
   事業の共催や企画段階からの協働等，消費者や消費者団体，事業者や事業

者団体，大学等関係機関や学生との連携，協力を強化 

   消費生活行政にかかわる局・区等で構成する「消費生活行政推進会議」の活性

化により機動的・横断的な取組を推進 
 
 
 

   「食の安心」に関しては，京都市食の安全安心条例に基づく施策の推進に当た

り緊密に連携 

 

ライフステージを見据えた体系的かつ総合的な

消費者教育について   （参照 別紙２）

資料９ 

 
 

暮らしの総合行政として，「融合」の視点から行政の縦割りの弊害を廃し，計画

を着実に推進するための庁内横断的な組織の在り方について検討 

 

 

 

 

消費者や事業者，関係団体，関係機関との連携，協働により，「共汗」の視点か

ら施策を推進 

☆「融合」の視点 

☆「共汗」の視点 
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５ 推進方法 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

          
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

点検 

報告 消

費

生

活

審

議

会

10 年間を視野

に取り組む施策 

消費生活 
基本計画 

 
必要に応じて，

説明を求め， 
消費生活施策に

反映を図る。 

他の 
分野別計画 
（他局事業） 

毎年度の実施計画 
 

複数，あるいは単独の 
事務事業を抽出 

報告

点検 

毎年度，重点推進シート（仮称。様式未定）により審議会に報告
 

＜短期・集中的。常時，２～３項目程度を設定＞ 
 
 

  ＰＤＣＡサイクルで事業目的の達成まで追っていく。 
  審議会での毎年の審議の主要部分になる。 

毎年度，施策体系に沿って事業実績や統計

数値を取りまとめ，審議会に報告 
 

＜第 1 次計画の取組項目を基本として 
掲載項目は精査＞ 

 

  新たな重点課題の抽出等に活用する。 

（重点課題） 

 

掲載項目 
昨年度の実績と審議会意見，

当年度の目標・事業予定ほか 

 

 

 
 

年次報告の公表 （上記 2 つで一式） 

 
 

事業実績や統計数値 
 
 

重点推進シート（仮称）

 

公表時のイメージの参考

としては，「京都府のアク

ションプランの推進状況

（参照 別紙４）」 

 

重点課題の抽出の

考え方の一例 
 

（参照 別紙３） 

 

掲載項目 
昨年度の実績と審議会意見，

当年度の目標・事業予定，予定

に対する審議会意見ほか 
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